
　

本
市
は
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
さ

ん
に
対
し
、
妊
娠
期
か
ら
の
食
生
活
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
マ
マ
パ
パ
教
室

や
乳
幼
児
健
康
診
査
、
離
乳
食
教
室
等
を

通
じ
て
、
噛
む
こ
と
、
味
わ
う
こ
と
等
の

食
へ
の
関
心
を
高
め
、
食
べ
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
食
」
は
生
活
習
慣
と
大
き
な

関
連
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
乳
幼
児
期
か
ら

の
生
活
リ
ズ
ム
の
形
成
や
、食
べ
る
意
欲
、

噛
む
力
を
育
む
た
め
、
歯
科
に
関
す
る
取

組
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

子ども各時期の食育アドバイス

　
乳
幼
児
健
康
診
査
で
は
保
健
師
の
み

な
ら
ず
、
管
理
栄
養
士
や
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
個
別
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
各

種
教
室
に
つ
い
て
は
何
回
で
も
参
加
可
能

で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　
健
康
診
査
や
教
室
に
限
ら
ず
、
食
事
の

こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
い
つ
で
も
保
健

課
に
お
電
話
等
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の

「
食
育
」で

大
切
な
こ
と

01

子
ど
も
に
と
っ
て
の「
食
育
」

　
子
ど
も
の
う
ち
に
健
全
な
食
生
活
を

確
立
す
る
こ
と
は
、
生
涯
に
わ
た
り
健

全
な
心
身
を
つ
ち
か
い
、
豊
か
な
人
間

性
を
育
ん
で
い
く
基
礎
に
な
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
は
日
々
成
長
し
、
そ
の
生
活
や

行
動
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。「
食
」
は
、

味
わ
っ
て
食
べ
る
、
食
事
を
作
る
準
備
を

す
る
、
食
に
関
す
る
情
報
を
得
て
利
用
す

る
等
、
様
々
な
行
動
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
営
ま
れ
ま
す
。「
食
」
に
関
わ
り

な
が
ら
成
長
し
、
楽
し
く
食
べ
る
子
ど
も

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
食
」の
課
題
と
現
況

　
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
「
食
」
の
大
き

な
課
題
と
し
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
子
ど
も
が
多
い

点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。「
食
」
は
子
ど
も

の
心
身
の
成
長
と
発
達
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
大
切
な
要
素
の
一
つ
で
す
。
朝
食

の
欠
食
や
栄
養
の
偏
り
、
肥
満
等
子
ど
も

の
「
食
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
の
食
事
情
か
ら

も
影
響
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
妊
娠
期
、乳
幼
児
期
か
ら
の
取
組
や
、

家
庭
だ
け
で
な
く
、
学
校
、
行
政
等
と
連

携
し
た
食
育
の
取
組
が
不
可
欠
で
す
。

垂水市の「食育」に関する取組

食文化への関心を高めるため
に、料理教室や講座等において、
肝属地区生活研究グループ垂水
支部等の支援・協力のもと、ユ
ネスコ無形文化遺産に登録され
た「和食」や、地域固有の食文
化、郷土菓子などについて保護・
継承普及活動を行っています。

食文化の伝承 ／ 郷土料理を学ぶ料理教室
食べるという行為が貴重な動植
物の命を受け継いでいること、
そして、食事に至るまでに生産
者等の多くの人々の努力によっ
て支えられていることを実感し
感謝の気持ちを持つことができ
るよう、様々な体験活動や情報
発信を行っています。

食に対する感謝の心を育む ／ 田植え学習
子どもたちに地域の食べ物や食
文化に触れさせることが、将来
にわたる地場産物の活用につな
がると期待されます。地元生産
者で構成される農家グループ「た
るみず楽農百笑倶楽部」と連携
し、地場産物の学校給食への納
品や農業体験等を行っています。

本市の学校給食は、過去に全国学
校給食甲子園という全国大会で
優秀な成績を収める等、外部から
の評価も高く、栄養バランスのと
れた給食です。地元産や県内産の
食材利用にも努め、定期的に生産
者及び保護者とのふれあい給食
等を通じた交流も設けています。

栄養満点の学校給食／旬の食材、郷土料理も。

垂水市の「学校給食」に関する取組

お
母
さ
ん
の
妊
娠
期
か
ら
子
ど
も
の

「
食
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

垂
水
市
保
健
師
だ
よ
り

乳
児
期

幼
児
期 

学
童
期

思
春
期

食育の第一歩！
一人ひとりの
個人差を考えて食育

◀ 第 3 次垂水市食育・
　 地産地消推進計画へ

肝属地区生活研究グループ垂水支部
地域の農に目を向け、食育や地産地消の推
進を図ることを目的に活動しています。

地場産物の活用／「たるみず楽農百笑倶楽部」

垂水小学校栄養教諭の坂中律
り つ こ

子さんによる給食時間訪問指導

乳幼児健診の
詳細はこちら

▼

楽
し
く
食
べ
る
子
ど
も
に

成
長
す
る
た
め
の
大
切
な
事

1
食
事
の
リ
ズ
ム
が
も
て
る
。

　

１
日
３
回
「
い
た
だ
き
ま
す
・
ご
ち

　
そ
う
さ
ま
」で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
。

2
食
事
を
味
わ
っ
て
食
べ
る
。

　
様
々
な
食
品
に
親
し
み
、
五
感
を
使
っ

　
て
お
い
し
さ
の
発
見
を
繰
り
返
す
。

3
一
緒
に
食
べ
た
い
人
が
い
る
。

　
皆
で
食
べ
る
楽
し
さ
を
体
験
し
、
信
頼

　
感
を
深
め
、人
と
の
関
わ
り
を
広
げ
る
。

4
食
事
づ
く
り
や
準
備
に
関
わ
る
。

　
家
族
や
仲
間
と
の
交
流
を
図
る
。

5
食
生
活
や
健
康
に
主
体
的
に
関
わ
る
。

　
食
べ
物
や
身
体
の
話
題
に
親
し
み
、
食

　
べ
も
の
に
興
味
と
感
心
を
持
た
せ
る
。

（出典：厚生労働省ホームページをもとに作成https://www.mhlw.go.jp/shingi/2004/02/s0219-3.html）

授乳は食育の第一歩。赤ちゃんの個人差
を考えて進めることが大切です。離乳は
18 か月頃までに完了し、ミルクや母乳は
離乳の進行状況に応じて与えましょう。

しっかり身につけたい
「食べる力」の基礎づくり

幼児期は生涯にわたってしっかり身につけ
たい「食べる力」の基礎づくりの時期です。

「食」を生活リズムに組み込み、発達に応
じて身につけていきましょう。おやつは食
事のひとつですが、とりすぎには注意です。
乳歯でのむし歯にも気を付けましょう。

食習慣の形成

健康づくりの基礎となる食習慣の形成の時
期です。朝食を食べ、家庭で正しい食生活
を送りましょう。糖分・脂質の多いものを
摂りすぎず、食塩も控えめに。

栄養不足に注意

発育の盛んなこの時期の偏った食生活や、
欠食などによる栄養不足は、将来の健康に
も大きく影響します。規則正しい食生活を
心掛け、レバー・牛肉・卵黄・ほうれん草
などを摂って貧血予防に取組みましょう。

参考：食事バランスを考えたレシピ ▶  
　　 （農林水産省HP）

令和５年度の２学期から
市内小・中学校の給食費無料化！

垂水市職員
保健師
元山 さん

■ 垂水小学校（40人）・垂水中央中学校（67人）
　 食生活等に関するアンケート（令和 4 年度時点）

Q1.平日は朝食を食べますか。

■ いつも食べる　■ 食べないことがある　■ 食べない
0％　10％　20％　30％　40％　50％　60％　70％　80％　90％　100％

垂
水
小

中
央
中

Q2.休日は朝食を食べますか。

■ いつも食べる　■ 食べないことがある　■ 食べない
0％　10％　20％　30％　40％　50％　60％　70％　80％　90％　100％

垂
水
小

中
央
中

97.5％

91％

2.5％

7.5％

1.5％

70.1％ 28.4％

1.5％

95％ 5％

中学生は、小学生と比べて朝食を食べていない人が多
くなっています。また、休日の場合も同様で、且つ 3
割の人が毎日朝食を食べていません。理由として「起
床時間が遅い」または「食欲がないから」という理由
が多くを占めました。

給食の献立も
参考に！
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